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授 業 改 善
主体的、対話的で深い学び

カリキュラム・マネジメント

【生きる力の具現化を図る３つの資質・能力の育成】
①生きて働く「知識・技能」の習得
②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」の育成
③学びを人生や社会に活かそうとする

「学びに向かう力＋人間性」の涵養

教育課程の改善

学校経営の改善

目
標
達
成
型
学

校
経
営 

 

教
員
の
養
成 

教
員
の
研
修 

１．研究の目的と方法 

次期学習指導要領がめざす資質・能力（「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学び

に向かう力・人間性」）を育成するには主体的，対話的で深い学びのある授業が必要不可欠であり，

その授業が日常的な実践として定着していくには，学校経営，教育課程はもとより，学年・学級経

営，教科経営において，「児童生徒の実態を踏まえ，教科等横断的な視点及び内外リソースを適切

にした活用したカリキュラムを作成し，評価と改善を繰り返しながら目標を太達成していくこと」

が大切である。  

従って，本調査研究の目的の一つは，図１に示

すように「カリキュラム・マネジメントを基軸に

して学校教育の改善・充実の好循環を生み出す学

校経営の推進及び，教員一人一人のカリキュラム

・マネジメント力の育成」について，各学校等や

教員の実態に応じてどのように進めていくかを明

らかにしていくことである。その上で，山形大学

地域教育文化学部及び大学院教育実践研究科の教

育経営に関する授業科目（『教育経営学』『組織

管理の実践と学校』『学校改善プラン開発実習』） 図１ カリキュラム・マネジメントと学校経営 

を中心に，カリキュラム・マネジメントを核にし 

た学校・学年（学級）経営，教科経営を学ぶこと 

のできる具体的な授業プログラム及びテキスト等 

活用資料を作成することを最終の目的とする。 

 

２．研究の概要 

（１）研究内容 

 表１は，本調査研究で取り組んだ内容であり，それらを構造化したものである。 

 表１ 本調査研究で取り組んだ内容 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)資料（テキスト等）の作成 

教育経営に関する授業や校内研修等に活用できる資料（テキスト）「カリキュラム・マネ

ジメントを要とした授業・教育課程・学校経営改善」の作成 

(6)教育経営に関する教員養成授業プログラムの改善と試行 

①理論研究 

・各種答申，学習指導要

領等 

・各種文献・論文等・中

央研修等，各種 

研修会への参加 

・その他 

②現状と課題把握 

・県内学校等の学校経営

概要調査 

・県内中堅教員等へのア

ンケート調査 

・探究型学習実践校への

訪問調査 

・カリキュラム・マネジ

メント実践校への調査 

 

③先行研究 

・先進校視察 

・各種文献研究 

・各種論文研究 

・カリキュラム・マネ

ジメントに関する研

修会参加 

・その他 

④実践研究 

・カリキュラム・マネ

ジメント実践校への

研究協力及び調査 

小学校４校 

中学校１校 

高等学校１校 

カリキュラム・マネジメントとは，「各学校においては，

児童（生徒）や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目

的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点

で組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価してその

改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物

的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなど

を通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教

育活動の質の向上を図っていくこと」である。 

（小学校学習指導要領総則２０１７より） 
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図４ カリキュラム・マネジメントの取組 

－カリキュラム・マネジメント等の調査(中井 2017)より－ 

 

図５ 学校教育目標の具現化に向けた学校経営の仕組み 

－山形県内小学校の経営概要を基に中井が作成(2017)－ 

 

表２ 経営概要掲載の目標等及び掲載数に係る学校の

状況（2017.5.1 山形県内小学校 249校） 

 

（２）研究成果                            

 本調査研究の成果の一つ目は，「今後の学校教育におけるカリキュラム・マネジメントの重要性」

と「カリキュラム・マネジメント実施上の現状と課題」を明らかにした上で，県内外の実践に学びな

がら，その課題を解決するための「カリキュラム・マネジメントを要とした学校・学年（学級）経営

の進め方」等について提案できたことである。 

カリキュラム・マネジメントの重要性については 

「第一には新学習指導要領がめざす理念である『社 

会に開かれた教育課程』の実現が図られるものであ 

ること，第二には『主体的，対話的で深い学び』の 

実現を支えるものであること，第三には，教員の資 

質・能力を総合的に高めるものであること。」とい 

う３つの視点から整理することができた。しかし， 

カリキュラム・マネジメント実践上の克服すべき問 

題もあることがわかった。図２，３より全国学力・ 

学習状況調査の学校質問紙における回答結果から， 

山形県におけるカリキュラム・マネジメントの実施 

状況は全国平均よりもかなり低い状況にある。図４  

に示すように県内中堅教員等への調査でも同じ結果 

が見えた。また，図５，表６に示すように，県内小 

学校の学校経営概要調査結果から，取り組むべき目 

票等が多いこと，さらには，達成すべき目標が一元 

化されず羅列しており，直接子どもの指導にあたる 

教員一人一人の取組と，さらには学校評価や教員評 

価までつながっていないという学校経営の根本的な 

課題があることも明らかになった。 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

                                 

 

図２ 教科等横断的な指導計画の作成 

－全国学力・学習状況調査学校質問紙(2017)より－ 

 

図３ 内容等の関連がわかる指導計画の作成 

－全国学力・学習状況調査学校質問紙(2017)より－ 
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１．目標達成を最重点にした学校経営を基本方針に掲げる  
２．目標を一元化し，教員一人一人の実践とつなぐ  
３．具体的＆評価可能な「重点目標」を設定する  
４．各教員が重点目標を具現化する「教育活動計画書」を

作成する  
５．重点目標達成のための学校カリキュラム・マネジメン

ト表を作成する  
６．重点目標を一つに絞った「学級等カリキュラム・マネ

ジメント表」の様式を作る  
７．学級等カリキュラム・マネジメントプランを作成する 
８．短期カリキュラム・マネジメント表の様式を作る 
９．短期カリキュラム・マネジメントプランを作成する  
10. 学級等カリキュラム・マネジメント表を年度末に整理

する  
11. カリキュラム・マネジメント推進の年間計画を立てる  
12. 学級等カリキュラム・マネジメント推進の中での授業

研究の持ち方を考える 

表２ カリキュラム・マネジメントを「要」とした 

授業・教育課程・学校経営の改善の進め方（手順） 

学年（学級）重点目標の具現化をめざす「カリキュラム・マネジメント表」記入様式

計画
評価
計画

評価
計画

評価
計画

評価
計画

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

A
B
C

評価①

学校　　　　　　年　　　組

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン

重
点
目
標

評価②

1 2 3

めざす子どもの姿１

めざす子どもの姿２

めざす子どもの姿３

カリキュラムの評価

評価Ⅳ

4 5 6 7 8 9 10 11 12

評価③

１．学校の重点目標 ２．子どもの現状と課題（めざす子どもの姿に関して） ３ ．重点目標達成のための取組(カリキュラムの構想）

2 ．めざす子どもの姿
( 1)話し合いの場（話す）

( 2 )問題、課題への解答（書く）

( 3 )まとめの表現（発表・プレゼン）

１．重点目標 ２．目標に対す
る子どもの実態

３．目標達成の取組

４．目標達成のカリキュラム構想

５．目標の評価

６．カリキュラム評価

７．「学級等カリキュラム・マネジメントプラン」の作成手順

カリキュラム・マネジメントを「要」とした学校・学年(学級)経営の進め方

このような課題を解決していくには，「大きなカリキュラムに飛び込まず，小さなカリキュラムで 

よいので無理なく実践でき，子どもの変容を評価で 

きるプランにすること」 が大切であることを，県 

内小中高等学校の実践を通して明らかにすることが

できた。結論として，「カリキュラム・マネジメン

トを要とした学校・学年（学級）経営の進め方」は，

達成すべき目標を一つ程度に絞り，２～３ヶ月程度

の短期間での小さなカリキュラム・マネジメントの

進め方を基本にし，小さな実践を積み重ねながら、

その学びの履歴を整理していくことが大切である。

表２に示したのがその進め方である。 

表２の「２．目標を一元化し，教員一人一人の実 

践とつなぐ」仕組みが，図７に示したものであり， 

「７．学級等カリキュラム・マネジメントプラン」 

を作成する手順を示したのが図８である。そして， 

１年間を見通す中で，具体的なプランで進めていく 

のが，図９に示した「短期カリキュラム・マネジメ 

ントプラン」（事例：小５）である。 

本調査研究の成果の二つ目は，カリキュラム・マ 

ネジメントに関する基本的な理論と県内小中学校の 

実践事例を基に，学部及び大学院における教育経営 

に関する３つの授業科目のシラバスを一部改善し， 

試行できたことである。 

『組織管理の実践と学校』の授業では，学校組織 

マネジメントとカリキュラム・マネジメントの２つ 

を中心に据え，演習を通して院生がその重要性を実 

感し，学校現場において実践する見通しを持つこと 

をねらいとした。特に学部卒院生(ST)は，学校の実 

情もよくわからない状況にあるため，校種毎に ST と 

現職教員から成る４名程度のチームを編成し，現職

教員は自分の勤務校をベースにして，実情や課題を

ST と共有し，ST は固定観念に縛られない柔軟な発

想でプラン作成に寄与するなど，演習を通して「主

体的で対話的な深い学び」となるように工夫した。

次に示すのは，『組織管理の実践と学校』の授業を

終えた後，中学校Ｂグループの現職院生Ａの学びの

省察の一部抜粋である。 

校 訓

スローガン

教育目標

経営方針

本年度の重点

学校評価
教員評価

目標を整理し
て、学級経営
で具現化でき
るようにしな
ければならな
い。

教育課程編成の基本方針

校内研究を核にした推進

指導部の計画・学年経営案

学級経営
学級カリキュラム

２．目標を一元化し、教員一人一人の実践とつなぐ

カリキュラム・マネジメントを「要」とした学校・学年(学級)経営の進め方

図 7

７ 

図 8

７ 

図 9
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学部・大学院の教育経営に関する授業科目活用資料（テキスト） 

カリキュラム・マネジメントと授業・教育課程・学校経営改善 
１ これからの教育におけるカリキュラム・マネジメントの重要性  
２ カリキュラム・マネジメント推進上の課題と対策 
３ カリキュラム・マネジメントを要とした学校・学年（学級）経営の進め方 
  参考資料：学年（学級）カリキュラム・マネジメント表 
４ カリキュラム・マネジメントによる教育実践事例 
  【小学校の実践】 
   実践事例①学校経営改善とカリキュラム・マネジメント 
   実践事例②学校教育目標の具現化に向けたカリキュラム・マネジメントの充実 

実践事例③学級担任によりカリキュラム・マネジメントの進め方 
実践事例④学級経営とカリキュラム・マネジメント 

  【中学校の実践】 
実践事例⑤学力向上をめざした学校経営とカリキュラム・マネジメントの実践 
実践事例⑥ 市と学校とが一体になったカリキュラム・マネジメントの実践 

【高校の実践と検証】 
実践事例⑦「総合的な学習の時間(i-See プロジェクト)」を軸にしたカリキュ 

ラム・マネジメント 
実践事例⑧スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）校のシームレスなカリキ 

ュラムの工夫 
５．カリキュラム・マネジメントと学校・学級（教科）経営等に関する調査結果 
  (1)全国学力・学習状況調査「学校質問(26)～(31) 」の山形県小中学校の回答状況 

(2)県内小中学校等教員等へのアンケート調査結果 
６．カリキュラム・マネジメントに関する「学習指導要領解説」「答申」等 
７．カリキュラム・マネジメント等に関する基礎用語 

この内容に本授業の成果を強く感じることができた。ここには，チーム３人が各々のよさが活かさ

れ，知恵を絞り，且つ互いを尊重し合いながら「価値あるプランを創り続ける姿」を見ることができ

る。主体的，対話的で深い学びに向かっている姿である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査研究の成果の三つ目   表３ カリキュラム・マネジメントに関する学習資料 

は，学部・大学院教育実践研

究科における「教育経営」に

関する授業科目に活用できる 

資料（テキスト）を作成でき 

たことである。表３は，その 

内容である。 

 学部３，４年次の『教育経

営学』，大学院教育実践研究

科１年次の『組織管理の実践

と学校』，２年次の『学校改

善プラン開発実習』の授業内

容に応じて必要な資料を活用

するようにした。 

             

３．期待される効果と今後の課題 

 この度，山形県においても，教員「指標」が策定（平成30年１月18日）され，教員の資質・能力と

して「カリキュラム・マネジメント」が設定された。新学習指導要領の移行期に入り，県が実施する

教員研修や各学校における研修等を通じて，教員一人一人のカリキュラム・マネジメント力を高めて

いくことが強く求められており，本調査研究が役立つことを期待したい。筆者は，平成29年度から県

教育センターや教育事務所と連携し，中堅教員及び教務主任，さらには校長，教頭の研修会において

「カリキュラム・マネジメントと学校（学級）経営」等に関する講義・演習を実施している。今後の

課題は，カリキュラム・マネジメントによる教育実践の普及であり，本調査研究を継続しつつ，県教

育委員会等との連携を強化しながら，「カリキュラム・マネジメントを基軸にして学校教育の改善・

充実の好循環を生み出す学校経営の推進」及び，「教員一人一人のカリキュラム・マネジメント力」

の育成に貢献していきたい。             

私たちのチームは，３人それぞれが対話の中で，自分の役割を自覚しな 

がら一つのものを作り上げていくことができたと言える。話のきっかけと 

しての入りは，私が仕掛けることが多かった。そして，その話題に自分の 

経験を重ねながら，共感的に話を広げていくのが現職院生のＭさんである。 

Ｍさんの話は，私が俯瞰的に組織をとらえた話をするのに対して，個と 

としての在り方の視点を投げかけていくのである。私たち２人の話を学部 

卒院生のＴさんは聴き手として参加しながら，疑問点や曖昧な点について    写真１ プランづくりの話し合い 

は鋭く切り込んでくる物おじしないところには驚かされた。 

２回のＴさんのプレゼンテーションには，資料づくりから３人で協力し 

てあたった。しかし資料はＴさんのフィルターを通したものでなければ良 

い発表はできないと考え，私たち現職教員２人はＴさんの主体性を重視し 

てきた。その意味では，協働性を育むのに必要な資質を本授業では授けて 

いただくことができたと感じる。                                            写真 2 プランのプレゼンテーション 

 


